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北海道産の板鯏類化石に関する一総括

後藤仁敏＊ ・木村方一永識

1 °はじめに

矢部長克が上部および中部蝦夷層群から4種の白亜

紀板鯛類を記載して(Yabe,1902)以来，北海道からは

これまでに20属31種の板蝿類化石の産出が報告されて

いる．

後藤(1972)は， 日本産軟骨魚類化石を総括するな

かで，北海道からは7つの産地からわずかに6種の板

鯉類化石の産出を認めているに過ぎない． また，後

藤・久家(1982)は日本産の中・古生代軟骨魚類を総

括するなかで，北海道からは18種の白亜紀板鰡類化石

の産出を報告している．北海道産の板鯛類化石は今後

さらに増加することが期待される．

筆者の一人後藤(1994, 1996)およびGotoeraﾉ．

(1996)は， 日本産の中生代魚類化石について総括し

ている。本論文は， これまでの研究と資料にもとづい

て，北海道からの今後の化石発見を予測し，加速する

ために，北海道内の板認類化石の産地．地層．時代．

種類などについて総括したものである。

なお，本論文の内容の一部については、日本地質学

会第101年学術大会(1994年9月,北海道大学）で講演

した（後藤ほか, 1994) 討論に参加された方々に深謝

の意を表する． また，本論文を書くに当たり，多数の

資料の提供と，原稿の校閲をしていただいた国立科学

博物館の上野輝彌氏と新潟大学の矢部英生氏，貴重な

標本をご提供いただいた小林信男氏に厚くお礼を申し

あげる．

帯に属する根室市（図1の⑩）の上部白亜系と古第三

系の根室層群から魚類化石が報告されている．

さらに，南西部の渡島半島の今金・北桧山両町（図

'の⑪,⑫)の第三系中部中新統.総層と,東部の
とのきた

阿寒町の第三系中部中新統・殿来累層（図1の⑬)，

十勝平野の幕別町（図1の⑭）の第四系下部更新統・
おきるしない

長流枝内層からも板蝿類化石が報告されている．

次に，時代順に古い方から北海道産の板蝿類化石に

ついて述べる．

3．白亜紀の板鰐類化石

(1)中部蝦夷層群（下部～上部白亜系）

留萌郡小平町達布上記念別川中流のサトウの沢（図

lの④）における中部蝦夷層群のMj層(Turonian)を

構成する泥岩中のノジユールから，多数のアンモナイ

ト類と共に, PIychodusﾉatissimusAgassiz,Nb"血nodon

cfT.dentamsWoodward, Sphenodusjo"gidensAgassiz

(原文ではQrhacodUsﾉongidens),oEfOﾉam"aamendiClllala

(Agassiz)の歯が報告されている（中生代サメ化石研

究グループ, 1977)

また，夕張市鹿島滝ノ沢（図1の⑥）の本層群

(Cenomanian～Turonian)を構成する泥岩中のノジュ

ールからPtychod"ssp.とS9""coraxsp.の歯，ネズミ

ザメ類の椎骨が発見されている（小林信男標本)．

三笠市幾春別桂沢ダム下付近（図1の⑤）の本層群

Ⅱb層に相当する三笠砂岩層(Cenomanian)を構成す

る砂岩層から, Sphe"oduSlongidensAgassiz,OdOmaSpis

sp.,Scapal]oI11incJ]"smp/]jodOnAgassizの歯が報告され

ている(Yabe,1902;中生代サメ研究グループ, 1977§上

野, 1972).

さらに，沙流郡日高町付近（図1の⑦）の本層群

(Turonian)から, Pり'c加dIJsﾉ"ssimlJsAgassizの歯が知

られている（上野,1972;小畠ほか､1973).

（2）上部蝦夷層群（上部白亜系）

中川郡中川町佐久付近(図lの②)の上部蝦夷層群Ⅲc

層にampa,,ia,,)を構成する泥岩から,Hexa"chusmicmdOn

2．産地と地層

北海道各地の板鰡類化石の産地を図1に示す． まっ

たくの偶然であるが，北海道の地形は，板鯛類のエイ

の姿に似ている．エイの左右の胸鰭をむすぶ地域であ

る空知一エゾ帯，すなわち天塩山地・夕張山地・ 日高
えそr

山脈の西側には，上部白亜系の中部および_上部蝦夷層

群が分布しており，中頓別・中川羽幌小平・三

笠・夕張・日高・穂別・浦河の各市町(図1の①～⑨）

から板鰕類化石が報告されている． また，東部の根室
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図1 ：北海道の中・古生界，構造帯，板總類化石産地

（君波ほか,1990を改変)．

①中頓別町.②中川町

③羽幌町④小平町

⑤三笠市， ⑥夕張市

⑦日商町③穂別町

⑨浦河町， ⑩根室市

⑪今金町． ⑫北桧山町

⑬阿寒IIIr, ⑭幕別町

黒丸は白亜紀，白丸は新生代の産地を示す

からサメ類のものと推定される「らせん状糞石」が報

告されている(加納, 1997).

（3）根室層群（上部白亜系～古第三系）

根室市ノッカマツプ岬シキウス海岸（図lの⑩）の

ﾉｯｶﾏｯプ層(Camp噛りlから,属種不明のラブ
カ科の歯が,同市落合の厚岸層下部(Maastrichtian)か

らNo"danodo"cfi･. ﾉanceolams(Woodward),Sphenodus

sp.,Scapai]o"M]cIIIIssp.,C℃"Imphoroidescfr. laridens

Davis,属・種不明のツノザメ科の歯, Scﾉeromynchus

Spの吻鰊が記載されている(上野・松井, 1993).

(AgasSiz)と雛xancl,uscfr.microdon(Agassiz)の下顎歯

が，枝幸郡中頓別町音知岳北沢（図1の①）の本層群

U3層(Santonian)を構成する泥岩中のノジュールから，

SpﾉIenodusﾉongidensAgassizの歯が,苫前郡羽幌町上羽

幌（図1の③）の本層群A層(Santonian)を構成する

シルト岩～細粒砂岩中のノジュールから,Noridanodon

cfr.peclinamsAgassizと助henodlJsloI]gidensAgassizの

歯が，留萌郡小平町達布上記念別川（図lの④）の本

層群Uc層(Coniasian)を構成する石灰質砂岩からは，

PIychod"smammi"aris,SphenodIJsIo"gide"sAgassiz,

Creroﾉam"acfr.appendic"ﾉara(Agassiz) (原文で

は?Cappendic"la"lala)の歯が報告されている（上野，

1972ｩ中生代サメ化石研究グループ;1977).

夕張市大夕張(図lの⑥)の本層群(Santonian)から，

ﾉVO"danodonch.de"IatusWoodwardの下顎歯(Yabumoto

andUyeno,1994) とSphe"odi'sﾉongidensAgassizの歯

(中生代サメ化石研究グループ, 1977)が，三笠市幾春

別桂沢ダム（図1の⑤)の本層群~ド部Ⅲa層(Turonian)

から,Q℃'rOﾉam"appendiCu|ノa"(Agassiz)の上顎側歯

(中生代サメ化石研究グループ, 1977)が，幾春別川上

流の支流熊追沢(図1の⑤)の本層群Ⅲd層(Santonian)

中の泥質ノジュールからネズミザメ類の椎骨（中生代

サメ化石研究グループ, 1997）が，勇払郡穂別町付近

(図lの③）の本層群(Santonian～Campanian)から，

HyboduSsp(原文ではOxyrhina(Me,･jstodo")sp.),

?NoroIhynchussp.,OdontaSpiscfr.compl"amEgerton,

Q巴IOﾉ抑加aappendicuja"(Agassiz)の歯(Yabe,1902;中
生代サメ化石研究グループ,1977ぅ久家, 1984)が，浦河

郡浦河町井寒台（図1の⑨）の本層群(Campanian?)

からは, Plycl]oduSﾉalissim"Agassizの歯が報告されて

いる(Tan,1950) .なお，最近，夕張市大夕張・苫前郡

苫前町古丹別・芦別市の本層群(Coniasian～Campanian)

4．第三紀の板鯛類化石

（1） |幌内層群（古第三系）

夕張市大夕張鹿島（図1の⑥）の幌内層群幌内層上

部（上部始新統～下部漸新統）を構成するシルト質砂

岩から, Hep""c"asezoensiSApplegateetUyenoの下

顎歯と月商"QphorusﾉmeamsApplegateetUyenoの吻鰊

が記載されている(ApplegateandUyeno,1968)

（2）訓縫層および相当層（新第三系）

瀬棚郡今金町美利河鉱山（図’の⑪）の訓羅
ぴ l〕 か

層（中部中新統）中の角礫凝灰岩層から,megaﾉodon

(AgasSiz) (原文ではQMmlla1℃donmegalodon),北桧山
はつれ

町初音鉱山（図1の⑫）の馬場川層最上部の凝灰角礫

岩ないし凝灰質砂岩から, C.mega/odon(Agassiz),

"rushasialis(Agassiz),fcfi･.desori(Agassiz),同町
8)ゅうぷ

龍武鉱山（図1の⑫）の左俣川層上部の凝灰質砂岩泥

岩互層から,CmegaIodon, 1.haSia"S,Ispの歯が報告

されている(久家・中田1980)．

これらのサメの歯化石の産出地層は，いずれもマン

ガン鉱床を含み，サメの歯化石は鉱山労働者によって

｢マンガンの爪」と呼ばれていた． なお，美利河鉱山

ではDesmoslyJIJssp.の臼歯や鯨類の耳石，初音鉱山で
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α1℃hamcﾉesmZaﾉodon(Agassiz) (原文ではCIIchalDdon

me“ﾉodo,,) とIsur''shasra"s (Agassiz)の歯が，ｰ

Desmos(yl"ssp"RIﾉeOparadox/aSp.,鯨類の歯および骨

はDesmos(y/""ponic"sの臼歯と共産している．

（3）殿来累層（新第三系）

阿寒郡阿寒町知茶布ボン川流域（図lの⑬）の厚内

層群霞葉累層オクヨクンナイ砂礫岩部層(中部中新統）
を構成する礫を含む中粒ないし粗粒砂岩から，

と共に報告されている(木村ほか､ 1998)

表1 ：北海道産板認類化石の分類表

ヒボドウス目OrderHybodonlifbmles

ヒボドウス科FamilyIb:bodonlidae

Hybodi"sp. ,上部蝦夷層群（白亜紀後期）
プテイコドウス目OrdcrPtyChodontiibmles

プテイコドウス科FamilyPlychodonddac

Pり'cllod"sﾉ"iSFj"1",JAgassiz,中部および上部蝦夷層群（白亜紀後期）
R"!α""""ﾉα"SAgassiZ,上部蝦夷層群（白亜紀後期）
Rsp.,中部蝦夷層群（白亜紀後期）

ラブカ目OrderChlamydoselachilbnneS

ラブカ科FnmilyCliamydosclachidac

Chlamydosclachidacgcn.ctsp.indel. ,根室厩群ノツカマツプ層（白亜紀後期）
カグラザメ目OIderltxanChiibmles

カグラザメ科FamilyHeXanchi"c

"exo"cli"'"zIcT℃'""Agassiz,上部蝦夷層群（白亜紀後期）
".ck"""．o""Agassiz,上部蝦夷層群（白亜紀後期）
Ⅳb"""""clt""""α"(Agassiz),上部蝦夷層群（白亜紀後期）
".cit"""(Modward),中部および上部蝦夷層群（白亜紀後期）
".cit/α"ce/or"(Modward)根室層群厚岸層（白亜紀後期）

？Ⅳひわrhy"cﾉz"$sp,上部鍜夷掴群（白亜紀後期）
〃印'rm"c""eZognsifApplcgatccLUycno,幌内層群幌内層（始新世後期～漸新世前期）

オルタコドウス科FamnyOrUlacodollUdac

助ﾙe"od"lo"gift"sAgassiz,中部および上部鍜夷層群（白亜紀後期）
S. sp.､根室層群厚岸厨（白亜紀後期）

ネズミザメ目OrderLamnilbmcs

ミズワニ科FmnilyOdomaspidae

O""""ircli:""Iplα"αm(Egcrlon),上部蝦夷層群（白亜紀後期）
Osp,中部蝦夷層群（白亜紀後期）
ミツクリザメ科ImmilyMitsukurinidac

SrzV’α"･"り"ICi"""/1iodb"Agassiz,中部蝦夷層群（白亜紀後期）
S. sp.,根室層群厚岸層（白亜紀後期）

クレトキシリナ科FmnilyCrctoxydlinidae

Creml"""α"""ldicl""qppe"伽c"/α雌(AgassiZ),中部および上部蝦夷層群（白亜紀後期）

C.c此q"g"dicIJI@m(Agassiz),上部蝦夷層群（白亜紀後期）
ネズミザメ科Familyl.amnidac
mﾉ℃加"血"“rc加ri"(Linnaeus),長流校内層（第四紀更新世前期）

/SI"･"ﾉI"""S(Agassiz),馬場川層左俣川層・殿来累層（第三紀中新世中期）
ノ.cfikd2""(Agassiz),馬場川層（第三紀中新世中期）
Isp.左俣川層（第三紀中新世中期）
オトドウス科FamilyOlodontidae

C"rcﾊα/･oc!""'"8dzlodo"(Agassiz),訓縫層・馬場川周左俣川層・殿来累層（第三紀中新
世中期）

アナコラツクス科1EmilyAnacoracidae

"""comxsp. ､中部鍜夷層群（白亜紀後期）
Lanmoidgen.ctsp. indel.,中部および上部蝦夷層群（白亜紀後期）

ツノザメ目OrdcrSumiibrmes

ツノザメ科FamilySqualidae

""『ﾉW)h｡”"をiFck/zz"WLsDavis,根室層群厚岸層（白亜紀後期）
SqUalidaegen.c[Sp.mdel,根室層群厚岸層（白亜紀後期）

ノコギリザメ目OrderPIiSliOPhoriibnneS

ノコギリザメ科RmlilyPIistiopholidac

PMs"Op加『“""""iFApplegatcetUycno,幌内層群幌内層（始新世後期～漸新世前期）
エイ目OrderRajiibnncs

スクレロリンクス科FamilySclerorhynChidac

SbleroJqノリ"""sI).,根室層群厚岸層（白亜紀後期）
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’ 地層名 板鯉類魚類相世 (期）代 紀

完新世

第四紀
更新世

長流枝内層 mrcﾉiarodo""rcllqri"新

鮮新世

第
新第三紀 “配harocI部megfzIo""

ん”“hα雛α"8, Zc此‘esori, I.sp
生 訓縫層中新世

三L

漸新世代
H"""chねsezoe郷応

PristiOphoIwsI加Bar”
幌内層群幌内層

古第三紀 始新世
紀

暁新世

恥"""o""c此肱加“敗畝s

"he"od"ssp.,Sc"α"oげり’"c"sSp.

“""りp/ioroi【た'scfi: Iα"庇"S, sqUaloid
ScIeroJ･/Zy"cIzIJssp.

根室層群厚岸層
Maastnchtian

中

ノッカマッブ層 chlamydoselachid

HybodWssp.

P〃cho血8肱砿“加脚晶盈〃zammi"αris
HExIz"ch""zicmdo",H､c此加妬mdo"

IVbrimmodb"cfi:peα加α畝s
N.cii:de"""s

Wbm油y"c/Mssp

助ﾉie"od"slO"gidenss,
O""mSpiscfi:comp"鯉如

Crelolα耐"α噸pe"dic"ﾉ“α
CI･erojα醜"αc此"e皿施況Iam
ver"braeoflamnoid

PZycjiod"sI"加加脚S,Rsp.
Ⅳb"ぬ"od0"cfi:de"""

即ﾉie"0d"sIoJzgide"s
0dり"m叩厳sp･
""α"oﾉ句"lch"mphm血兇
Cre/ola腕"αα")e"dicIJIα雌
鈎"qjiComxsp.
veltebraeoflamnnoid

Campanian

生 上部蝦夷層群Santonian
白亜紀|新世

Coniasian

代
Turonian

中部蝦夷層群

Cenomanian

図2 ：北海道産の板鯛類化石の層序分布

6． まとめ

北海道産の板鰡類化石は． ヒボドゥス目1種北海道産の板鰡類化石は， ヒポドゥス目1種，

5．第四紀の板鰡類化石

（1）長流枝内層（第四系下部更新統）

中川郡幕別町依田(図,の⑭)の識繊層を構成す
るシルI､質砂層から，ホホジロザメα1℃/larodbnca1℃加JTas

(Linnaeus)の下顎歯が報告されている（木村．西本、

1980) .

なお，長流枝内層の時代は，木村・西本(1980)で

は鮮新世末期とされているが，松澤（1990）では更新

世前期と訂正されている．

プテ

ィコドゥス目3種，ラブカ目1種，カグラザメ目9種，

ネズミザメ目13種，ツノザメ目2種， ノコギリザメ目

1種，エイ目1種の計8目31種に分類される（表l).

その時代的分布は白亜紀後期から第四紀まで及んで

おり，白亜紀前期以前のものは知られていない(図2）．

白亜紀後期のものは24種あり， うち中部蝦夷層群

(CenomaniIm～Turonian)からプテイコドゥス目2種
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カグラザメ目2種， ネズミザメ目5種の計9種，上部

蝦夷層群(Coniasian～Campanian)からヒボドゥス目1

種，プチコドゥス目2種，カグラザメ目6種，ネズミ

ザメ目4種の計13種，根室層群(Campanian～Maa-

strichtian)からラブカ目1種， カグラザメ目2種，ネ

ズミザメ目1種， ツノザメ目2種，エイ目1種の計7

種が報告されている．

古第三紀は幌内層群（始新世後期～漸新世前期）か

らカグラザメ目1種とノコギリザメ目1種の計2種

が，新第三紀は訓縫層および相当層（中新世中期）か

らネズミザメ目4種，殿来累層（中新世中期）からネ

ズミザメ目2種が知られている．第四紀は長流枝内層

(更新世前期）からネズミザメ目1種が報告されてい

るだけである．

化石の種類は，歯が圧倒的多数を占めるが，そのほ

かにノコギリザメ類の吻鰊，椎骨， 「らせん状糞石」

が知られている．

共産化石をみると，白亜紀の中部および上部蝦夷層

群産の板鯛類化石は，アンモナイト類やイノセラムス

などの軟体動物化石や長頚竜類やモササウルス類の化

石と共産している．第三紀の訓縫層および相当層と殿

来累層では，門ノ沢動物群または厚内一峠下動物群に

属する軟体動物化石のほか，束柱類のDeSmos〃ﾉ“，

RIﾉeOparadoxia,鯨類と共産する．第四紀の長流枝内

層のホホジロザメの歯化石の産出層準のすぐ下位から

は鯨類のイワシクジラが産出している． なお，板鯏類

化石の産出地層は，すべて海成層である．

こうしてみると，北海道産板鯛類化石の特徴は，白

亜紀後期のものが24種と多く，全体の3分の2以上を

占めていることである．

今後の研究課題として，現在の時点では，つぎの3

点が指摘できる．

第1には，中部・上部蝦夷層群産の板鍵類化石はこ

れまで散発的に研究されてきたが， このほかにも多数

の種類が産出している可能性があり， これまで報告さ

れた化石の再検討も含めて，今後，本格的な研究をす

る必要があることである．

第2には，蝦夷層群だけでなく，道内各地のさまざ

まな時代の地層から，いろいろな種類の板鰕類化石の

発見が期待されることである．

第3には，化石の種類としても，歯だけでなく楯鱗

などの発見が予想されることである．

本論文を契機に，北海道産板鯉類化石の研究が飛躍

的に進展することが期待される．
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